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２０２６年６月  

 

 
           

 

    
 
愛と感謝に満たされて祈る 

 

ブランチフィールド神父 
  

2026 年５月 24 日、聖霊降臨の祝日。 

 

 今日のミサとその後のパーティが全部終わってから、机に着いて、窓を通し

て眺めています。４月の終わり頃までは川がきれいに見えたが、木々が新芽の

葉っぱで着飾って、川がやっと見えます。 

1 か月が経たないうちに私は別の窓から見るでしょう－川ではなく、牧場が

青々と広がって、白黒の牛が草を漁っている。牧場の果てに小高い丘が見え

る。“タラ”という丘で、大昔にアイルランドの王様は、宮殿をその上に持って

いたと言われています。今は聖パトリックの像がその上に立っているだけ。 

しかし、今は窓の外の景色を眺めて妄想の時ではない。２～３か月前から、

私が国へ帰るニュースが広がってから、みなさんの反応があまりにも大きくて

びっくりしました。感謝と愛が津波のように私の上に来ました。どう応えたら

いいかと思って、恐縮で毎日小さくなっております。今後がどういう生活であ

っても、64 年の間に接したみなさんのために祈るほかない。神様が人の愛と寛

大さに負けるものではないと信じますので、豊かな恵みをお与えになりますで

しょう。 

最後に、この共同体のために祈ります。愛のある共同体となるようにいつも

勧めていましたが、さらに言います－一人暮らしで寂しい人がいないように頑

張ってほしい－例え教会に来ていても、来なくても、みな兄弟。そして子供た

ち－共同体の中でみなが愛されて、一番チビからわが子のように、子どもを惹

きつけるように考えてほしい。まりあ食堂の子たちにも、愛されている体験を

与えたい。 

きりがないので、これで終わりにしよう。アイルランドに帰ってからも、み

なさんと関わりたい。ハガキでも、メールでも、スマホでも、お願いします。

できるだけ向うの生活の様子をお知らせします。そしてアイルランドを見たい

と思う方々のために、大歓迎をいたします。 

主の祝福を祈りながら。 
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たけ神父様 片瀬教会にようこそ！！ 

はじめまして！私は、アシジのフランシスコ 宮内 毅(みやう

ち たけし)と申します。横浜教区司祭です。 
今年の５月 25日付で、梅村司教様から片瀬教会の主任司祭に任

命されました。どうぞよろしくお願いいたします！ 

【重要】片瀬教会での私の呼び方について 

私は４年ほど、米国の大学院に在籍していたことがありますが、そこでは学生

も教授もお互いのことをファーストネームで呼び合っており、立場や役割が違っ

てもお互いに対等な関係であることが感じられてとても嬉しかったです。また、

米国では初めて会った時の自己紹介で、「自分のことを〇〇と呼んでください」と

言うことが当たり前になっていることも知りました。そして私は、自分の下の名

前「毅(たけし）」が大好きです。 

これらの理由から、片瀬教会においては私のことを、下の名前「たけし」を含

んだ呼び名で呼んでいただきますようお願いいたします。 

(例)・「たけさん」あるいは「たけしさん」「たけしんぷ」 

・「たけしん」(「たけし・しんぷ」の略)あるいは「たけしんさん」 

「しんぷ＋さま」という呼び方は、敬語が過剰なことに違和感をおぼえますが、

皆様の慣れておられる言い方であると思います。ですから、どうしてもお使いに

なりたい場合は「たけしんぷさま」でもかまいません。「たかが呼び名」と思われ

るかもしれませんが、皆様と「ともに歩む」ための第一歩であり、大切なことだ

と考えております。ご理解・ご協力のほど、よろしくお願いいたします。 

略歴 

1980 年     ４月７日東京生まれ、同年カトリック本郷教会にて受洗。 

1981 年     神奈川県藤沢市辻堂に引っ越し、以降藤沢教会所属となる。 

2004 年     横浜教区の神学生として、東京カトリック神学院に入学。 

2010 年     ４月 29 日司祭叙階 

2010〜11年  教区本部協力司祭 

2011〜14年  静岡・千代田・八幡教会助任司祭 

2014〜18年  海外研修(米国、Boston College School of Theology and Ministry) 

※専攻は典礼秘跡神学 

2018〜19年  松本教会協力司祭 

2019〜20年  茅ヶ崎教会協力司祭 

2020〜21年  茅ヶ崎教会小教区管理者 

2021〜24年  小田原・真鶴教会主任司祭 

2024〜25年  サバティカル(研修休暇) 

2025〜26年  秦野教会小教区管理者 

２０２６年〜 片瀬教会主任司祭 
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2026 年 ６月度 教会委員会報告 
 

開催日時：2026年５月 10日(日)11時 30分～13時 

出席者：ブランチ神父、宮國(委員長)、奥田邦(副委員長）、前島(副委員長）、田村(財

務）、岩田(典礼）、相澤雅(宣教）、田村由(コミュニティ B）、上林(コミュニティ C）、飯塚

(一粒会）、小泉(広報）、會澤、菰田(総務）、奥田泰(コミュニティ A）、丸田(中高大青）、

Sr.原田(訪問会）、西田・相澤純(福祉）、辻垣(市内キリスト) 

 

□ ブランチ神父様のお話 

 今回が最後の委員会となります。 

 教会全体に皆様に向けてはからし種に書きました。 

 委員会に関して高く評価するとしたら、池尾氏が委員長時代に発足したコ

ミュニティがとてもまとまって来たし、成長をした。この先ももっと成長

して欲しい。実際には一人暮らしの人々が淋しい思いをしない様に区別な

く暖かい共同体の一員である事を自覚できる様にしていってほしい。 

 その他色々な皆様に守られた。お食事係の皆様に感謝。 

 赴任された時に小さかった幼児が侍者として育ってきたのでその成長を

見守って欲しい。 

 新しい神父様と心を合わせて、若い人達の養成も積極的に行って欲しい。 

□ 全体の報告および連絡事項 

・報告 

1. 昨年津波発生時の避難場所 白百合学園の非常扉及び校舎扉の鍵を「鍵の保

管・利用に関する誓約書」を交わし預かっているが毎年４月に保管場所、保

管確認、また責任者の名簿の提出が義務付けられている為、報告書を作成し、

2026年４月 28日(火)白百合小学校の野村校長に提出した。 

① 鍵の保管場所：香部屋にある事を確認。 

② 鍵管理責任者：名簿を作成し正副委員長の氏名記載。 

2. 今年の消防避難訓練は、只今担当者(池尾さん)が計画中。海岸二丁目の町内

会長さん(西東さん)は信徒であるのでその方と打ち合わせをしている。６月

下旬か７月に行う予定。 

3. 信徒・修道者・司祭がともに信仰を分かち合う交流会 第 1回目日帰り企画 

テーマ「私にとって祈るとは？」５月 16 日(土)10 時～15 時半(終了予定)カ

トリック大船教会にて(２名の出席者)FAX 済 

4. 横浜教区共同宣教司牧サポートチームから 2026 年度研修会は既に申込者が

FAXなどで申込を完了。申込者：のべ７名 

5. フォコラーレの皆さんが５月３日来訪 

片瀬教会の 10 時のミサに出席その後マリア像の前で平和の為の祈りを世界

とつないで捧げた。 

 

□各部からの報告 

総務部 

＊教会での名札の着用を呼びかける。 
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・信徒名札の着用が減ってきているが、新任の神父様をお迎えするにあたり、

また外部の方への声掛けのためにも信徒との区別ができるので着用する事を本

日ミサ後口頭にて伝えお知らせにものせ、本日から実行。名札のない方への対

応。聖堂入り口で総務が対応する。 

 ６/11(木)司祭館の業者掃除。９:00～16:00。９:00と 16:00に総務が立ちあい。 

→支出が発生するものに対して事前に委員会で報告が必要。(財務) 

・ 司祭居住部分２階のカーペットの張替えが必要ではないか。 

・ カーペットのクリーニングについては張替えが発生するかもしれないの

で再検討。その他の水回り(トイレ・洗面・キッチン)の掃除のみ実施する。

→承諾。 

・ これに関しては総務と営繕・修繕プロジェクトの一部のメンバー、ブラン

チ神父様移動時に動いたメンバー(相澤純)で詳細を決め動いていく。 

典礼部 

・ 特になし。 

・ ５月 24日(日)ミサの中で洗礼式。幼児１名。必要書類について 

→教会学校宮國がコンタクトをとる。 

・ ６月７日(日)初聖体４名  

宣教司牧部 

・ これから教会訪問・見学が増えてくる。聖堂の長椅子の聖歌集の入れ方が

乱雑なので委員を中心にミサの後に周辺の席を整えるように協力してく

ださい。 

福祉部  

・ ５月 13 日(水)川崎マックの方々が庭の剪定をして下さる。雨天なら１週

間後になる。 

・ ６月６日「障害とともに歩む集い」に西田さん・相澤(純)さん参加予定。 

＠雪の下教会。 

・ 年会費について(別資料あり) 

・ ６月 20日(土)第 11回第五地区および近隣教会福祉交流会について 

場所:カトリック片瀬教会 10:00～15:00 

教会学校 

１）６月７日の初聖体に向けての準備がすすんでいる。 

２）毎年加入している教会学校の障害保険(中高大青会含め約￥18,000)を 

継続契約します。５月 23日までに完了予定。 

３）教会学校サマーキャンプ日時:８月６日(木)〜８月８日(土)費用の件、 

検討事項に記載。上記のキャンプについて第５地区教会学校リーダー 

会のミーティングが６月 14日 14 時から片瀬教会にて行う予定。 

広報部 

・ からし種へブランチ神父様へのメッセージも委員会各部の方で書ける方

は原稿を募集する。(特別号)〆切５月 20日(水）。発行は５月 31日(日) 

・ ６月号(定例)は新しい神父の事を掲載した方が良いのではないか。定例の

からし種は特別号の翌週に発行予定を検討。 
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一粒会 

・ 第 58 回一粒会大会の日程が決まったとの連絡が、大会実行委員会からあ

った。 

日時:11月３日(火)12:30受付  場所: カトリック都筑教会 

大会テーマ:「呼ばれています､いつも」 

最終参加者申し込みは､９月末締切 参加者申込第 1次〆切６月 21日(日)  

・ 子供(幼・小・中・高)中心で読み聞かせ、神父様への質問コーナーなど行

う予定。 

・ 祈りのリレー片瀬担当は 11月。 

市内キリスト教連絡会 

・ 25年度の会計報告をお配りしましたので、ご確認をお願いいたします。コ

ロナ前は赤字だったが、現在は黒字となっている。市民クリスマスで外部

から演奏者を呼ぶと謝礼等で赤字となる。 

営繕及び修繕プロジェクト 

・ 先日のアンケート結果に基づいて現場確認実施。信徒会館一階台所、売店

の雨漏り対策を優先することとして、専門業者による現場診断依頼へ。 

・ 多額な費用発生も予測されるため予算を見ながら次の対応としては信徒

会館外壁塗装、信徒会館照明の LED 化などを検討したい。 

修道会から 

吉田マスールから 

聖堂や信徒館裏のたばこの吸い殻や空き缶放置について小学校の保安面に

もつながることと思うので管理職に話をして、警備員の巡回記録等にも留

意してもらっている。 

その他 

副委員長より 

毎年加入している教会の障害保険(約￥20,000)５月 23日までに完了予定 

各コミュニティ 

・ コミュニティ B →５月 24日パーティの予算 11万円教会予算から拠出の

申請 

その場で決議 → 可決 

□ 検討・討議事項 

1. 福祉団体応援マーケット：６月 28日 出展者及び、お手伝いを募集。 

・特に会場設営の力仕事の前日準備よろしくお願いいたします。 

2. 第５地区教会学校リーダー会サマーキャンプ日時:8月６日(木)～8日(土) 

場所:清泉女学院ラファエラ館研修センター。参加費:１人 5,000円。 

※昨年度、参加費 7,000 円のうち 5,000円を教会から補助をいただきました。 

本年度も昨年同様の割合で補助の希望を提案。 

→承諾。今年度 3,500円(1人)の補助を教会から出していただく事となった。 

3. 平和の為に祈る(共同祈願の５つ目作成について)先月からの続き。 

・ まずは委員会の部単位で作成し回していく、その後コミュのティに回す流

れでやってみる。 

・ 共同祈願の祈りノートをまわしていく。現在のテーマとして「平和」。ま
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ずは委員長副委員長書記・市内キリスト(1人なので)で作成しまわしてい

く。 

・ 共同祈願の５番目に祈る。１つの祈りを２週間続けて祈る。５番目はお知

らせの裏に載せる。 

・ 作成したら宮國の引き出しノートは回していく。順番などはノートに記載

しておく事とする。 

４．５月 24日(日)の駐車場の件 

 →外にもテントを建てる予定。正門から信徒会館正面あたりに設置予定。 

・ 片瀬修道院(４台)またはナザレと修道院どちらかをスタッフ用に駐車場

を借用する。 

今後想定される予定 

 

５月 24日 聖霊降臨 ブランチ神父様最後の司式。ミサ中幼児の洗礼がある。  

その後パーティ有。 

６月７日  初聖体 対象者４名。 

６月 20日 福祉交流会(福祉部)。 

７月 特に予定は大きな予定は無いが、下の８月の片瀬の夕べを実行するの

であれば早めに小委員会を立ち上げて準備が必要。 

８月 毎年８月 15 日に行っている聖母の被昇天の日にミサ及び片瀬の夕べ

を実施している。 

９月    敬老の日のミサ 月  日（未定） 

                          次回 ６月 14日 

※からし種 5 月号に「４月度教会委員会報告」とあるのは「５月度」の誤りです。お詫

びすると共に訂正いたします。 

 

 
平和の祈りのオンラインリレー“Run for Unity ” 

５月３日、フォコラーレ(近隣の青少年で集まった方々)が、「世界の人々の

一致と平和のために走る」“Run for Unity ”というイベントのために、片瀬

教会のミサに参加されました。“Run for Unity ” は、今から約20年前イタリ

アのローマで始まり、言葉、文化、宗教の違う世界中の青少年たちが心を一つ

にして平和のために祈り、走ります。今では毎年５月の第１日曜日に大きなイ

ベントとなりました。ミサ後、マリア様の前で教皇様の平和の祈りをし、オン

ラインを通じて、シンガポールでこのイベントに参加している方々とお祈りの

バトンを繋ぎ、江の島へと向かいました 
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2026年６月  

☆教皇の意向：スポーツの価値 
  スポーツが、国家間や異文化間の平和、出会い、対話の道具となり、尊厳、連帯、 

  個人の成長といった価値を高めるものとなりますように。 

☆日本の教会の意向：教皇 
  教皇レオ 14 世のために祈ります。教会に与えられた牧者が、神の恵みに満たされ

て、教会と世界の善のために奉仕していくことができますように。 
                  （祈りのしおり「きょうをささげる」より） 

☆典礼と行事・活動予定 

 

典礼 ミサ時間 行事・活動予定

6/1 月

2 火 ヨハネの手紙を読む会 10:00

3 水 聖書と典礼を読む会 10:00

4 木

5 金 9:30 ミサ後、・金曜講座

6 土

7 日 キリストの聖体(年間第10週) 8:00 10:00 初聖体・10時ミサ後、お祝いパーティ

8 月

9 火 聖書を読む会 10:00

10 水 聖書と典礼を読む会 10:00

11 木

12 金 イエスのみ心 9:30 ミサ後、・金曜講座

13 土

14 日 年間第11主日 8:00 10:00 ７月度教会委員会

15 月

16 火 聖書を読む会 10:00

17 水 聖書と典礼を読む会 10:00

18 木

19 金 9:30 ミサ後、・金曜講座

20 土
福祉部：近隣教会の福祉部との交流会
10:00～15:00＠片瀬教会

21 日 年間第12主日 8:00 10:00 ・今なら聞きたい教会史12:00～

22 月

23 火

24 水 洗礼者ヨハネの誕生

25 木

26 金 9:30 ミサ後、・金曜講座

27 土

28 日
年間第13主日
聖ペトロ使徒座への献金

8:00 10:00 福祉団体応援マーケット

29 月 聖ペトロ聖パウロ使徒

30 火

日付・曜日
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ブランチ神父様へ                      教会委員長 宮國麻美 

私がブランチ神父様にお会いした時の最初の印象は、なんて綺麗な笑顔の持ち主なの

だろう、でした。 

ところが、そのうち眉毛を逆三角形にして真剣に怒る、けれども、数時間後には、電

話がかかってきて、ちょっと言い過ぎましたと謝る。次にお会いした時にはまた、茶目

っ気のある笑顔で迎えて下さる、そんなやり取りをこの一年半の間、時々しましたね。

今となっては良い思い出となりましたが…。私は、真っ向から正直な心でブランチ神父

様には接して来ました。こんな思いをしていたのは私だけでは無いはず。でも皆様そん

なブランチ神父様のペースにはまっていくというか、茶目っ気たっぷりな、笑顔で笑い

飛ばされてしまうというか、確かに短気、でも、大きな包容力で最終的には包んでしま

う神父様でした。アルプスの少女ハイジの山の中にある村の小さな教会から、現在にポ

ッと出てこられた様な方だなと、その温かいキャラクターから感じていました。教会の

信徒は家族ですという言葉におじいちゃんである神父様の元に寄ってくる子ども達、神

父様から、おしえてもらいながら、小さいながらも侍者をやっていた子ども達と神父様

の姿、そして「ありがとう」と丁寧にお礼をする神父様の声がマイクからもれ聞こえて

来る、なんと暖かい家族のやりとり、心がほっとしました。神父様と子ども達の信頼関

係を感じました。 

そして、朝は６時 15分からの修道院のミサに行かれる神父様の後ろ姿は、言葉では

伝えられないそれ以上の何かがありました。最近は車を使わずに、杖１本で歩いて修道

院に向かわれる神父様を大丈夫かな、と思いながらずっと見ていた事もありますが、私

の心配をよそに、歩みを止めず、前を向いてしっかり歩かれている神父様、昨年の今頃

を思いおこすと、大分早い速度で歩かれていてその後ろ姿には、使命感が満ち満ちてい

て、たくましく、前向きな後ろ姿でした。 

ブランチ神父様が日本にいらして 64年、最初の赴任はここ片瀬から始まりその後、

九州や、湘南の地域の教会に次々赴任され、最後の赴任の地がまた片瀬となりました。

そして４年の月日が経ちました。ブランチ神父様の祈りを大切にする心、誰も取りこぼ

してはならない、教会は家族です、その言葉を胸に、離れていても神父様の祈っている

後ろ姿を思い出しながら思いを受け継いでいきたいと思います。 

沢山の溢れるお恵みを本当にありがとうございました。 

どうぞ、これからもお身体を大切になさって、故郷の地から、最後の赴任地の、山も

風も海の色も美しいこの片瀬の地を、どうか忘れずにいて下さい。そして私達の事も。

いつもブランチ神父様の為に祈っております。 

 

ありがとう  ブランチ神父

様！ 
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ブランチ神父様と大工仕事                           I.S.  

思い出なんて人に語るものじゃないと思っていたが、ブランチ神父様と３年間委員長

をやっていたので、振り返ってみて感じていたことを書こうと思いました。 

神父様が片瀬に着任されたのはコロナ禍が落ちついてきた頃で、コロナ禍による人の

つながりが薄くなっていました。神父様は人と人のつながりを大切にしていて、「コミュ

ニティを作りましょう」ということになったわけです。どのような区分けにするか考え

ていると、地勢的に人が交流しやすいのがポイントだと気が付き決めたのです。神父様

に説明すると気に入って頂き早速活動を始めましょうということになりました。神父様

は説教の最後に必ず「お互いのために祈りましょう。」と仰います。 

次に思い浮かんだのは、司祭館修理です。Ｆさんを棟梁として神父様と３人で１階の

窓の修理、玄関の塗装と漆喰の塗り直し作業をしました。ほとんど毎週末。時には日が

暮れて暗くなってからも作業をしたものです。これも神

父様が「あるものを活かしましょう、せっかくある

のだからという思いでしょう。」 

そして一番楽しかったことは、神父様と信仰の話

しをしていた時でした。入門講座もあり色々と神様

のこと、イエス様のこと等を時には、呑みながら話

をしました。神父様、楽しかったよ～、有難う。 

 

リフォームの思い出                           K.M. 

司祭館のリフォームをさせていただいた時、カーテンの丈詰めが必要になりました。

何度試みても針に糸が通らず、困っていたら神父様が糸を通して下さいました。本当に

優しくてありがたかったです。書斎から隣室は塞がれていました。

藤江さんが体当りして開けたのかどうか、記憶が定かではありま

せんが、その時の嬉しいお顔は今でも覚えています。開通後隣室

は図書室となりました。また、孫の里央菜は、初めて御ミサで聖

書朗読をした前夜、ママが作った朗読文を何度も繰り返し練習し

ました。そして神父様が喜んでくださり大変良かったと思ったそ

うです。孫の礼音も類も神父様が大好きです。 

 

 

ブランチ神父様へ                            O.Y. 

小雨降る中、バイクでプレミアム級の革ジャンにヘルメットの出立ちで現れた姿が鮮

明に残っています。あれから５年、あっという間でした。まだコロナ禍でしたから私達

総務(菰田さん、主人)はその対応準備で連日夜まで事務所で作業でした。神父様は労い

に降りてらして一緒にお話しした時間は濃密でした。 

昨年８月に股関節の手術をされる際、吉田さんと共に携わり神父様の素の姿を見させ
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て頂きました。術後まだ麻酔が醒めきれず点滴をしながら痛みの中で英語で祈りながら

病室に戻られ、私達が退室しようとすると「行かないで」「行かないで」と言われるので

看護師さんが手当てをされている隙にそっと帰宅したのでした。その後のリハビリを頑

張られ驚異の回復をされました。 

介護保険の申請には苦労しました。介護保険は他の人が使えばいい、という神父様ら

しいお答え。元気でいられる為の制度なのですよ、とお話しやっと納得されました。 

神父様の素晴らしい所は侍者の子供達にも「ありがとう」「ごめんなさい」と。講座で

の聖書の質問には解らない事は「解らない」とおっしゃいます。最近の神父様は特に講

座の中でご自分の「信仰」への思いを残して置きたいという強い思いを感じます。聖書

を読むことは自分と向き合うこと→祈りの大切さ→愛(これが難しいのです)。 

連日昼夜を問わず神父様方や赴任されていた教会の方々がお別れにいらっしゃいます。

写真撮影には、列をなし、アイドル並みの人気者。お茶目でやんちゃな人間味溢れる人

柄と宣教師としての神への真摯に向き合う姿に魅かれるのでしょう。 

お花の大好きな神父様はガーデニングサークルをずっと応援して下さいました。ブラ

ンチガーデンをこれからも明るい、可愛いお好き

な花を咲かせてまいります。神父様から私達２人

は「守護の天使」と煽てられ過ごした日々は楽し

かったです。有難うございました。 

62 年間も日本にいらしたのですから帰国が複

雑な気持ちになるのは当たり前、やけ酒気味のご

様子。「これは神様のはからいです」とご自分に言

い聞かせるように呟かれています。 

神父様、大丈夫です！ 美しい自然の故郷アイルランドで神様が「新たなお恵み」を

用意して下さっています！ 

 

祈りとコミュニティーづくり              Sr.吉田めぐみ(片瀬修道院） 

シャルトル聖パウロ修道女会は、この片瀬に「片瀬修道院」と「ナザレト修道院」が

あります。特にナザレト修道院は、教会まで行かれないスールたちが多いために、パト

リック・ブランチフィールド神父様に来ていただき、一緒にごミサに与る貴重な機会を

いただいておりました。また、帰天したスールの天国への凱旋を葬儀ミサ等でともに祈

ってくださいました。 

片瀬修道院でもごミサやゆるしの秘跡を授けていただきました。それだけではなく、

大きいお祝い日には午後から遊びに来てくださり、ボードゲームを楽しみました。ゲー

ムの展開で「不運な後退」があると、神父様は励ましにミニチョコレートを失意のスー

ルに渡します。そこで気を取り直してにぎやかにゲームは続きます。成功者にではなく

不運な者に心遣いをするブランチフィールド神父様流のジャッジには、いつも感動しま

す。 

 

ガーデニングサークル 
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ブランチフィールド神父様は、よく「祈りましょう」とおっしゃいます。また、「だ

れも放っておかれる人がいないコミュニティーをつくりましょう」と教会のありようを

描いてくださり、私たちの地域共同体の方向性を示してくださいました。これは、イエ

ス様が宣言されたこの世での「神の国」「天の国」の実現です。三位一体の神の家族に

招き入れられた私たちの生活を支える「祈り」、その生活のありようである「だれも放

っておかれる人がいないコミュニティーづくり」、これは日々の開拓者精神をもって続

くものでしょう。その冒険生活を先導してくださったパトリック・ブランチフィールド

神父様に、心からの感謝をささげ、そしてアイルランドにあっても片瀬にあっても祈り

のうちに一致して毎日を過ごしてまいります。 

 

～教会学校の皆さんから～ 

神父様との思い出                             M.R.  

私は、小学３年生です。最近、学校も忙しくなってきて、疲れてしまいます。でも御

ミサに与り、侍者をしたり、神父様が「心を落ちつかせましょう」とおっしゃると、心

が落ち着きます。アーメンと唱えると、ほっといたします。神父様との一番の思い出は、

侍者会の時に、指相撲をした事です。今でも思い出すと、笑ってしまいます。  

アイルランドでもお元気でいらしてください。 神父様の素敵な笑顔をずっと忘れませ

ん。 弟のれおんやるいも、家族全員神父様の事が大好きです。神父様のためにお祈りし

ています。 神父様も私達の事をお祈りしてくださると、嬉しいです。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

感謝                                T.M. 

日本に宣教師としていてくださった大切で尊い日々に、心よりの感謝と敬意でいっぱ

いです。本当にありがとうございました。ブランチ神父様がいなくなってしまうこと

が、とても寂しくて、片瀬教会にいてくださった幸せや有り難さをしみじみと感じてい

ます。ブランチ神父様の「地の塩世の光として歩みなさい」という福音のお説教にとて

ブランチしんぷさまへ                                          T.T. 

ぼくは、ブランチしんぷさまが、アイルランドにかえってしまうことが、とてもさみしい

です。でも、はつせいたいを見まもってくれるのが、うれしいです。ずっと、アイルラン

ドでも、おげんきに、がんばってください。おうえんしています。    たいきより 

 
ぶらんちしんぷさまはげんきですか？ 

いつもやさしいしんぷさまだいすきです。 

            ♡ すずはより 

 
すずはちゃんの描いた絵 
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も救われ、今も度々支えられています。弱いことばかりですが、地の塩として信仰に基

づいた愛をもって歩めるよう心に光を灯し続けたいと思います。いつまでもお元気で神

様の愛に包まれて過ごされますよう、ずっとお祈りしております。 

 

M.A. 

長い長い間、日本での宣教活動お疲れ様でした。日本で

神父さまと出会った多くの信者の方たちが神父さまを通

して神様と出逢い、心を動かされたと思います。いつも

ユーモアを忘れず、困難な事があってもそれを受け入れ

前向きに突き進まれるお姿に私自身も沢山励まされまし

た。そんなお姿を忘れずに私たちはこれからも神さまか

ら与えられるミッションに応えて行きたいと思います。

ブランチ神父さま、ありがとうございました！  

Slán Abhaile！ 

 

シスターティカ(聖心の布教姉妹会) 

まず、片瀬教会の一員になれたことに心から感謝申し上げます。初めて教会に入った

時、深い温かさに包まれ、キリストへの愛に深く献身する神父様の姿が目に留まりまし

た。説教を通して一人ひとりの信徒に語りかける神父様の、独特の笑顔と誠実さに触

れ、その姿を見て、私の召命はより一層強固なものとなりました。神父様、ありがとう

ございます。お会いできた時間は短かったかもしれませんが、キリストの愛によって私

たちは結ばれています。愛と平和が常に私たちと共にありますように。 

 

N.M。 N.Y. N.S.  

長い間、日本のキリスト教徒とそして、片瀬教会の信者達のために、お尽くしくださ

りありがとうございました。いつでも信者一人一人を気遣い、歓迎してくださる神父様

の温かい気持ちに感謝しておりました。アイルランドでの日々が穏やかで祝福に満ちた

ものとなりますよう、お祈りしております。 

 

 

茅ヶ崎教会の出会い～片瀬教会へ                        K.M.  

40数年前アイルランドからお帰りになったブランチ神父さまは、私たち家族が

所属していた茅ヶ崎教会の主任司祭になられました。お若いブランチ神父さまの

宣教への思いは大きく、「キリスト教セミナー」を始められました。「まずやって

みましょう。皆さん参加してください。その時には、未信者の人を一人連れてき

ましょう」と呼びかけられました。その後、キリスト教セミナーは回を重ね、片

瀬教会や他の湘南の教会でも開かれて、教会内外の方による多くの学びの機会と
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なりました。また、茅ヶ崎教会の前にある市立図書館のすぐ向かいに開かれた教

会の売店は、図書館に来る人が気軽に立ち寄れる教会との接点の場となりました。

教会学校の子供達や中高生を大切にしてくださり、一緒に参加してくださった夏

のキャンプは楽しい思い出です。今年４月、当時の中高生会で活躍した茅ヶ崎教

会出身の司祭が誕生したことは、ブランチ神父さまにとって大きな喜びのことと

思います。   

そして、片瀬教会で再びお会いできたことを心から感謝しています。ミサの前

に静かに祈っていらっしゃるお姿、一言ひと言ゆっくりと捧げられるミサ・・、

私たちに「祈ること」を教えてくださいました。生涯をキリストのため、そして

私たち日本の信徒のために捧げられたブランチ神父さま、本当にありがとうござ

いました。 

 

聖公会の退職の司祭です                             T.M.                 

５年くらい前に片瀬へ引っ越してきました。カトリック教会は、いつもいろんなこと

を教えてくださり、学ぶことの出来る教会と思ってきました。時あるたびにお邪魔して

みようと思っていました。コロナ禍の中にあって、私たち聖公会の横浜教区の主日のミ

サが難しくなっていた時、カトリック片瀬教会のミサに与りに行ってみようと思いまし

た。カトリックで洗礼をいただいた者ではありませんでしたので、…陪餐時には…少し

遠慮して、手を胸の上で交差しながら神父さんからの祝福をいただいていきました。 

するとある時、ブランチ神父さんからの祝福をいただいたすぐ後で「高田さん、ミサ

が終わったら後ろの玄関のところで少し話があります」と声を掛けてくださいました。

ミサが終わって、早速神父さんのところへ行きますと「お話するといろいろ長くなりま

すが！？・・・どうぞ、今度ミサに来られたらご聖体をいただいていってください」と

勧められました。わたしにとって、この一言は、何よりも素敵なお招きの言葉！でした。

ミサの分餐されている途中で声をかけてくださったこと・・・そして「いろいろ他教派

の人の陪餐のことで話をしたら、長くかかりますから、どうぞご聖体をいただいていっ

てください！」と話され、迎え入れてくださったことは何とも嬉しかったです。まる

で、・・・今ここにイエス様がいらしたら「さあ、このわたしの体をいただいていきなさ

い。わたしは、それを喜びます！」と言われているような気がして！！ほんとうに何よ

りも嬉しかったです。それ以来、ミサの時には何よりも喜んでご聖体に与っていきまし

た。なんとも温かい、優しい神父さんのおもてなしに甘えて行きました。そして毎週水

曜日「聖書と典礼」の冊子を学ぶ集まりに参加したい旨を伝えますと、これまた喜んで

受け入れ、快く迎え入れてくださいました。この集まりでいつも神父さんのお話を通し

て次主日のみ言葉を一緒に学ばせていただけるのが素敵な時でした。参加者が、いろい

ろとみ言葉の前で困っていますと「（指で頭を指して）ではなく、ここ(胸を指しながら

…心)で聞けるようにしましょう！」と言われたのを思い起こします。そして、わたした

ちがにっちもさっちも行けなくなり、迷いの中に入ってしまい煮詰まっていますと「神
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様は、何よりもこの私たちを慈しまれ、愛されています。そのことを深く覚えて行きま

しょう！」と仰ってました。確かに、その神様の真実の前に立たされていきますと・・・

頭をこねくり回していく誘惑から、自由にされていくのを覚えました。ブランチ神父さ

ん自身が、何よりもいつも私たちを受け止め、迎え入れてくださる優しさと温かさに充

ちている方でした。何とも心地よい時を過ごすことができました。本当にお世話になり

ました。ありがとうございました。 

どうぞアイルランドに帰られても、神父さん

としての素敵な生活を楽しくされて行かれます

ようお祈りしています。もっともっとご一緒に

スピリット(ウイスキー)をいただきながら、神

様の慈しみと御愛のお話をお聞きしながら楽し

いひと時を過ごしたかった。一緒に歩いてくだ

さったことをいつまでも感謝しています！！！ 

 

 

Dear Father Blanchfield,                                   M.＆E.F. 
Emi and I are so thankful that we started attending at the Katase church.  
We still remember the first day we met you.  
Your heartwarming homily every week and kind words of encouragement have  
fostered the growing sense of community in the local church family. We are  
all blessed that you have been not only our pastor and priest, but also our  
friend. May the Lord continue to bless you richly!     Michael and Emi  

日本語文訳  

ブランチフィールド神父様  

絵美と私(マイケル)は、片瀬教会に通い始めて本当に良かったと感じています。初め

て神父様にお会いした日の事を今も鮮明に覚えています。  

毎週の心温まる説教と優しい励ましのお言葉のおかげで、地域教会の家族としての絆

が深まっています。あなたが私たちの神父様であり司祭であるだけでなく、友人でもあ

ることを、私たちは心から感謝しています。 主がこれからも神父様を豊かに祝福して下

さる事をお祈りしています。  

  

金曜講座で                                  S.Y. 

金曜講座、その始まりは洗礼をいただくための入門講座でした．新米の信者が半分く

らい、洗礼に導いてくれた先輩方、なかには幼児洗礼を受けた大先輩まで、メンバーは

幅広く、ですからブランチ神父様を中心に聖書を学び合っていても、疑問は千差万別で

す。時には、そんなことも知らなかったの〜！？なんてことも。 

 私はといえば家族への愚痴を発散するにもってこいの場所でもあります。どうしてこ

うもこの場所の席に着くと心が素直になれて、そのうち気が晴れて、そうこうしている

「聖書と典礼を読む会」の仲間たち 
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うちにほんの少し優しい人になれるのでしょう。 

そのこたえは明快です。ブランチ神父様そのもの

だからです。悲しみに打ちひしがれている時、悩み

や苦しみが頭の中を占領している時も神父様の温

かな手が天国へ引き上げてくださいます。勉強会が

終わりに近づく時間には、参加者全員のケラケラと

いう笑い声が信徒会館に反響しているのです。 

 

ブランチ神父様                                T.M. 

いつも家族のように暖かく接してくださってありがとうございました。ブランチ神父

様から洗礼をいただけて、ミサで侍者をさせていただけたのも嬉しかったです。これか

らも神父様が元気で過ごせるようにお祈りしています。またお会いしたいです。 

 

T.M. 

ブランチ神父様から洗礼を受けたいと思いました。いろいろな事でお世話になり感謝

しかありません。私たちの事を理解して受け入れてくれてありがとうございました。必

ずまたアイルランドに行かせていただきます。それまではお身体大切に待っていてくだ

さい。 

 

 

 

 

 

 

 

ありのままの自分で                             T.K. 

片瀬教会に着任された 2021 年４月より、「からし種」の巻頭言をブランチ神父様は、

主任司祭として快く受けてくださいました。 

春爛漫の光が注ぐサンルームに腰を落ち着けた神父様は、書き出しにまず日付を入れ、

このお部屋の窓から見える情景をつづられました。移り変わる季節の様子をはじめ、川

沿いを歩く人たちの様子も温かく観察されていました。まだ巷では新型コロナがおさま

らず活気が失せていた頃のこと、生き生きと誠実な描写で紙面の表紙を飾ってください

ました。この巻頭文は、ミサの中でいつもおっしゃる「ありのままの自分で」の言葉に

反映されているように思います。自然体で正直な神父様のお心を感じ「失敗したりする

弱い自分」「祈りの足りない自分」も自分の真の姿だと受け入れることによって、心が軽

くなっていくのを感じました。信仰のすばらしさ、祈りの大切さを教えてくださったブ

ランチ神父様ありがとうございました。 
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この度は、「ありがとう、ブランチ神父」特集コーナーを作成するにあたり、教会委員会、

聖堂内掲示を通じて多くの方からの原稿、メッセージを頂き心より感謝を申し上げます。 

                                広報部一同 

 

 

◆お知らせ◆ 

○活動予定の各講座開催は、まだ未確定の部分もありますので 

休講になる場合は、ミサ時のお知らせにて発表しますので、お気を付けください。 

 

 

◇お詫びと訂正◇ 

からし種５月号で、パウロ山本邦明様の帰天日が、間違っておりました。正しくは３月

26 日です。お詫びするとともに、訂正させていただきます。 

2026年 6月号                                   発行 カトリック片瀬教会 

     〒２５１－００３５     藤沢市片瀬海岸２－２－３５ 

TEL/FAX ０４６６－２２－４６４６ 

https://www.catholickatasechurch.com  
 

 

あれはいつ頃でしたか(からし種のお手伝いを始めた頃

だから 2022 年頃？)巻頭文の横にブランチ神父の似顔絵を

小さく載せたら面白かろうと考えて、及ばずながら一生懸

命描いて持参したところ、当時毎月１回開いていた編集会

議で、当の神父様に真っ向から否定されてしまいました。

「これは漫画です。巻頭文にはふさわしくない」とのこ

と。言われてみればごもっともで、軽薄な自分を恥じた次

第でした。 

以来お蔵入りとなっていた似顔絵ですが、今回神父様の

ご帰国にあたり、哀惜の意を込めて、あえて発表いたした

く！ ご笑覧ください。 

 

 

https://www.catholickatasechurch.com/

